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■.概 読

先喘間類の1月を模型れに′起板機による上下板,力がわ

たえられたこきの′札中じ鍋直方向の上下ヵ」えた分布と

盪l定し,続 直下付上の″の振動′みよの家〔オ洵えの振

動の蒻お提相日でを実験的に来のたで寧乞′乗ろク(るF/``%=C‐

22  の。・a2'つa′ 図
―′に示すようなフl゚・ンタ製の秒

稽に入れ′″ン■φ=θ′～〃′ζ之捩カト」炒■θク,磁乏ウヵ数

δθθ～2′"ツ F/7=ス2～′δの範囲で実験と行 を,/_、//J慶

度言l117f□埋めへんであり′ フリ ウン老上の援形を写真

にこり解杵ιた。その一クJを撃具一子に示す。及射とガ

クさtる たのに″僣の内燿1にダンボ`―ルa llってぁぅθリ

″違たは花力`ら,み′θ
“
z・′り%に冽友し乙:)るの■ この

形管ほケタ1)うのこ思われる。 そのほがドラム確aFll11

ιて′花のみ上ノ毛みに関する次験と′7々,た。

2 髪 験′ち果

“)|』-2に 源0方|コの加底度分布を両対教ィムにプロ

ットι/‐。 これヵヽう′′宗さDこ脚遮=Acとの間にづИ:=m●

スIま′ Ac=C/メ なる関係が膚上 する。回 -5に よると′

%は′J3～57の程度7・あるから′加え度′ま′fF_離の'3～

,夕葉に逆ιヒ“|するここになる。a/bの値はノFの増加につ

たノl く`ぶんガ少するようで'ある。

ほ)″ び須の逸J晨機のIFrt幅がらボわ/_加遮度をス̀。′札先
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